

























Research on the Appearance of Class System Found 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































２ ０ 10 cm
３
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である。棒状の部分は、おそらく、握りの役を
果たしていた。上半部と下半部の境目は竹節状
に整形され、そこには深い凹槽がめぐっている。
竹節状の中間部周辺には複数の小孔が認められ
ることが多い。報告者はこれを破損したときに
つなぐための補修痕と認識している。
　当遺物の使用目的は不明である。わかるのは、
ほとんどが墓に副葬されていたこと、光沢、磨
り減り、補修痕等が観察されることから、骨笛
と同じく、実際に使われた品であったこと位で
ある。ただし、骨叉形器が出土した墓13基のう
ち９基では亀甲が共存していた。亀甲と複合さ
せて考えるべき遺物であることには、注意して
おきたい。
　それでは、これらの特殊遺物が出土した墓の
状況を観察していきたい（以下表８参照）。特
表８　特殊墓一覧（１）
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殊墓の数は31基ある。内訳は、第一期３基、第
二期23基、第三期５基であり、第二期の第五段
（11基）と第六段（11基）に集中していた。そ
のうち、亀甲埋納墓は23基、骨笛埋納墓は15基、
骨叉形器埋納墓は13基である。亀甲埋納墓が最
も多い。組み合わせという観点から見ると、亀
甲・骨笛・骨叉形器のいずれか１種を副葬した
墓が14基、２種を添えた墓が14基、３種全てを
揃えた墓は３基である。全体の半数余（17基）
が特殊遺物を組み合わせて副葬していた。ちな
みに２種埋葬墓を調べてみると、亀甲と骨笛が
６基、亀甲と骨叉形器が６基、骨笛と骨叉形器
が２基である。亀甲埋納墓が多い分、亀甲と骨
笛あるいは骨叉形器の組み合わせが多くなって
くる。
　次に、墓の規模と副葬品の点数を調べてみた
い。特殊墓31基のうち、坑長220cm 以上の大
型墓は12基（38.7％）、副葬品10点以上の厚葬
墓は19基（61.3％）、両条件を満たす墓は11基
（35.5％）ある。ここで着目したいのは、特殊
墓中の約３割を占める「11基の墓」である（表
８の墓号に網掛けをした墓）。
　元来、賈湖の墓地では、墓の規模と副葬品の
点数は明瞭な相関関係を示さなかった。念のた
め記すと、墓群全体で大型と厚葬の両条件を満
たす墓は18基、これは、大型墓33基中の54.5％、
厚葬墓38基中の47.4％となる。ところが、特殊
墓においては、坑長220cm 以上の墓12基中、
11基が副葬品10点をこえている。しかも残りの
１基、341号墓（副葬品７点）は、墓坑が攪乱
されていたというから副葬品が散逸した可能性
がなきにしもあらずである。ということは、特
殊墓においては、坑長が220cm をこえれば、
副葬品も10点をこえていた。この相関性の強さ
は、墓群全体の観察からは垣間見えてこなかっ
たことである。ただし、もうひとつの条件、副
葬品10点以上の墓（19基）で両条件を満たす墓
（11基）の割合は57.9％と余り高くない。特殊
墓には、副葬品は多いながら墓穴はそれほど大
きくない、あるいは、副葬品数、墓坑ともに小
規模の墓も混在していたということである。
　話を11基の特殊墓に戻したい（以下表９参照）。
大型と厚葬、両条件を満たした11基の墓の帰属
時期を見ると、第一期第二段１基、第二期第四
段１基、同第五段６基、同第六段３基、となる。
特殊墓は第五段と第六段で同数（11基）検出さ
れているが、大型厚葬墓に限ると、第二期第五
段にかなり集中していた。第五段は第六段の２
表９　特殊墓一覧（２）
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倍の数である。
　また、11基の特殊墓には、副葬品が目立って
多いものが散見される。たとえば、277号墓の
66点、282号墓の59点、344号墓の33点、335号
墓の22点、395号墓の19点、411号墓の17点、こ
れらは、墓349基全体の副葬品点数順位中、第
１位、第２位、第４位、第５位、第８位、第10
位である。副葬品合計点数10傑のうち６傑が11
基の墓に含まれていた。
　続いて、11基の特殊墓の葬法を見ると、単葬
の６基には、俯身１基、缺頭１基、缺肢１基、
双臂交叉１基、二次葬２基（擺放式と堆放式）、
というように、遺体処理を含めた何らかの異常
性が必ずともなう。合葬の場合も、埋葬人数は
別にして、５基全てが仰身直肢一次葬と二次葬
の組み合わせである。竪穴土坑墓の単純な仰身
直肢一次葬が主流であった当墓地において、こ
れはきわめて異例な現象といわざるをえない。
男女構成においても、第二期第四段の１基（411
号墓）が女性の単人墓である以外、合葬墓を含
め全ての墓に男性の遺骨が葬られている（26）。
　分析の俎上に載せた11基の特殊墓に、他とは
違う、特異性や突出性が備わっていたことは明
白である。これらは、普通の人とは区別された
特別な人物が葬られた墓であったに相違ない。
その意味で、「格差」が最もよく体現された墓
であったということができる。ここにきて、よ
うやく当時の賈湖の集落の様子がおぼろげなが
ら見えてきた。最終章では、これまでの分析結
果を踏まえ、格差が墓にどのように反映されて
いたのかをまとめてみたい。
３．賈湖墓群の格差の構造─おわりにかえて─
　冒頭でも述べたように、本論で使う「格差」
という用語は、①年長者は手厚く葬る（年齢差）、
②男女間に副葬品の種類や多寡の区別をつける
（男女差）、③強い絆で結ばれた親族には思い出
の品をたくさん入れる（親族差）、④狩猟や漁
撈に長じた者には関連用具を多く添える（職業
差）、といった、社会通念上の現象として普通
にあらわれてくる違いをこえたもの、いわばそ
れとは次元の異なる質的な相違を指していって
いる。「等級差」あるいは「階級差」という言
葉でおきかえてよいかもしれない。
　格差の有り様をあきらかにするために、本論
では、墓の大きさと副葬品の点数にまず視点を
据えた。坑長220cm及び副葬品10点という数は、
それをこえると突如該当墓が少なくなる節目に
あたる。この数値をもとに、「大型墓」「厚葬墓」
という概念で括られる墓を選び出し、実態を解
明した。その結果、大型と厚葬の相関性は必ず
しも明瞭なものではないこと、すなわち、両方
の条件を満たす墓は決して多くはなく、大型必
ずしも厚葬、厚葬必ずしも大型ではないことが
あきらかになった。そこで次なる策として、副
葬内容に目を向け、日常生活では使用されない、
また単なる装飾品の類（緑松石飾等）とも異な
る、非日常的な要素をもった遺物の副葬状況を
観察した。資料としたのは、亀甲・骨笛・骨叉
形器の３種である。これら３種類の遺物が埋納
された墓に絞って精査を進めたことで、ようや
く、選ばれた者の存在が浮き彫りになってきた。
これを受けて、最後に、格差という観点から、
墓の類別をしてみたい。
【第１類】
　特殊遺物が埋納された大型厚葬墓（11基／全
墓中占有率3.2％）（表９参照）。第１類の墓は、
すでに論じたように、特殊遺物を有していたと
いう特異性、副葬品の点数が多いという傑出性、
（26） 墓の研究においては、当然、性差の観点からの分析が必要である。しかし、集落における男女の有り様は、墓の格差だけを
論じて全体像が見えるものではない。したがって、本論では、性差に関しては、必要最低限の論述にとどめておく。
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遺骸埋葬法の異常性、男性が中心であったとい
う性の選別性、あらゆる意味で、際だった差異
化を示す墓としてまとめることができる。帰属
時期に関しては、11基中６基の墓が第二期第五
段に集中していた。残りの５基は、第一期第二
段（１基）、第二期第四段（１基）、同第六段（３
基）に分散している。第三期の墓は１例も含ま
れていない。墓全体349基中わずかに3.2％を占
める11基、そこに葬られた男性16名と女性５名
は、格差上最上級に属した一団であったと考え
たい。
【第２類】
　特殊遺物が埋納されない大型厚葬墓（７基／
全墓中占有率2.0％）（表10参照）。坑長が220 
cm をこえ、副葬品が10点以上ありながら、特
殊遺物が見られない墓を第２類に分類した。全
部で７基ある。内訳は、第一期第二段１基、第
二期第五段４基、同第六段２基である。第１類
の墓と同じく、第二期第五段に集中してつくら
れていた。前章で、大型かつ厚葬の墓は18基存
在することを指摘したが、それらは、第１類と
第２類を合算した数であったことになる。
　これらの墓を見ると、若干の遺体処置をとも
なう単人の仰身直肢一次葬が４基、そのほか、
単人の俯身直肢葬が１基、単人二次葬が１基、
二次合葬墓が１基ある。特徴としては、①単人
葬が多い、②全て男性中心の墓である、③年齢
が20～50歳の成人墓である、④骨鏃と骨鏢を数
多く埋納している（27）、以上の４点が指摘できる。
特に、埋葬人数９人中８人が男性、しかも、女
性は３人合葬の１人として添えられたにすぎな
いという、男性指向性は特筆すべきである。ど
うやら、第２類の墓は、日常生活の狩りや魚と
りで大きな活躍のあった男性が、大量の狩猟具
や漁撈具といっしょに葬られた一群であったと
理解することができる（28）。これらの人びとは、
生前、集落の人たちから尊敬を受け、死後、立
派な墓に葬ろうという意図があった形跡がよく
うかがわれる。第１類の墓ほどではないにして
も、格差上、上の部類に属したはずである。
【第３類】
　特殊遺物が埋葬された墓でありながら、大型
厚葬両条件の一方、あるいは両方が欠落してい
る墓（20基／全墓中占有率5.7％）（表11参照）。
表10　大型厚葬墓一覧
（27） 骨鏃と骨鏢は当遺跡において主流となる狩猟具、漁撈具の構成品であった。ちなみに、注４、張居中論文の分析によると、
生産工具中、狩猟具は16.9％、漁撈具は8.6％を占めている。
（28） 第２類の墓のなかで、第一期第二段に属する32号墓のみ、男性墓でありながら、骨針９点が出土している。この数は、骨鏢
４点を上回る。骨針は通常、女性墓に多く埋納される遺物である。何故、この大型厚葬墓のみ大量の骨針が副葬されたのか、
唯一の第一期墓という帰属時期の問題なのか、納得のいく説明が見つからない。
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これらの20基の墓のなかで、坑長220cm 以上
のものは１基、副葬品が10点をこえるものは８
基ある。残りの11基は、坑長、副葬品点数とも
に基準を下回っていることになる。
　男女の別を見ると、副葬品10点以上の墓８基
は、単葬も合葬も、全て男性中心墓である。４
人合葬墓中の１人が唯一の女性となっており、
この状況は、第１類と類似する。しかし、第３
類には、第１類であまり見られなかった、単人
女性墓が２基、単人若年齢墓が２基、単人性別
不明墓が１基、含まれており、これらの墓の副
葬品は、３点、７点、２点、１点、４点と一様
に少ない。また、帰属時期も、第１類は第二期
第五段に集中していたのに対し、第３類は、第
一期第一段１基、同第三段１基、第二期第五段
５基、同第六段８基、第三期第七段４基、同第
九段１基、というように、第二期に多く属しな
がらも分散の傾向を示す。第３類の墓は、特殊
遺物を埋納した点において第１類と共通するが、
統一性に欠け、さまざまな基準の墓が混在して
いる様相が観察される。その意味で、第３類は、
第１類よりも格下の特殊墓ということになる。
【第４類】
　特殊遺物が埋納されない、副葬品10点未満の
大型墓（14基／全墓中占有率4.0％）（表12参照）。
墓坑が基準値より大きいというだけで分類した
墓であるから、当然、副葬品の点数は少ない。
一見何の変哲もない墓群ではあるが、第４類に
分類される墓は、女性が一定の数を占めている。
単葬、合葬を含めた全14基、20名中、男性８名、
女性８名、児童１名、不明３名である。男女比
は数から見る限り対等である。また、14基中、
俯身直肢一次葬が４基あるのも気にかかる。
表11　特殊墓一覧（３）
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【第５類】
　特殊遺物が埋納されない、坑長220cm 未満
の厚葬墓（12基／全墓中占有率3.4％）（表13参
照）。墓坑は比較的小ぶりながら副葬品が多い
という墓である。男女比を見ると、単葬、合葬
を含めた全12基、16名中、男性６名、女性８名、
幼児１名、不明１名、となっている。第５類は
第４類と同様、女性の比率が高い。葬法は、第
４類で見られた俯身がなくなり、仰身直肢一次
葬が主流である。
　以上、大型、厚葬、特殊遺物埋納という複数
の観点から墓を選び、条件を付して、全体を５
類に分類した。このなかで、格差上、上位にあ
表12　大型墓一覧
表13　厚葬墓一覧
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るのは、第１類と第２類の墓群である。第１類
の11基は、呪術性を帯びた道具を埋納した大型
厚葬墓、一方、第２類の７基は、日常生活の品、
特に狩猟具、漁撈具を大量に副葬した大型厚葬
墓である。被葬者の人物像からいうならば、前
者は、非日常の世界で大きな働きがあった人物、
後者は日常の世界で活躍した人物という区分け
ができる。そしてそこには、それらの人物を、
単なる差異ではなく、最高位に格付けしようと
する選別の意識が働いていた。
　第１類と第２類のほとんどの墓、正確にいえ
ば、18基中16基が帰属する第二期第五段と第六
段は、全墓中の44.1％、計154基の墓が集中し
た時期である。墓の推移を見ると、第二期第四
段から第五段にかけて、墓数は急激な曲線を描
いて上昇していった。仮に、墓数と生活してい
た人の数が比例するならば、この時期、何らか
の要因があって、集落の人数が急増したことに
なる。第１類や第２類の墓が出てきた背景には、
集落人員の膨張があったに相違ない。新石器早
期という定住後間もない段階において、集落を
まとめるには、統括する人物、あるいは、他か
ら尊敬を受けるような人物が選ばれる必要があ
る。第１類と第２類の墓に葬られた人たちは、
非日常、日常、それぞれの世界で、集落を統括
する人物であった。ここに、一時的ではあるに
せよ、格差のある世界が誕生したことになる。
　しかし、賈湖の集落は、階層が誕生するまで
に成長していかなかった。第二期に続く第三期
の墓数は140基、全墓中の40.1％がこの時期に
属している。しかも、墓数は、第六段50基、第
七段41基、第八段49基と、一定数を保って推移
する。墓数の急落がない以上、人口の激減は想
定しにくい。生活環境も住めなくなるほどの変
化があったとは考えがたい。ところが、若干で
も選別の意識がうかがわれる墓はこの時期にな
ると、見当たらなくなる。実際、第三期に属す
る墓は、第１類０基、第２類０基、第３類５基、
第４類２基、第５類０基、第１類から第５類ま
で全64基中の10.9％である。
　賈湖の集落は、第三期になって、何故、格差
のあらわれた墓をつくらなくなったのであろう
か。その理由として、社会の未成熟さ、あるい
は外部事情に起因する余剰の低下や低生産性を
あげることは簡単であるが、背景に潜むより根
源的な問題として、大きな人間集団を、祭祀や
呪術に頼った非日常的な手段でまとめあげよう
とする社会の限界性を想定しておく必要がある。
賈湖の集落は、第二期の第五段、急速に展開し
そのまま呪術社会の臨界点に達したものと思わ
れる。そして、それ以上の脱皮成長を遂げるこ
となく、むしろ、格差の目立たない状態に逆戻
りしてしまった。新石器時代の集落は、本論で
分析考察したような、階層性が萌芽する経験を
何度も繰り返しながら、人びとをまとめあげる
統治原理を学んでいったことであろう。
図表出典
図1-1　河南省文物考古研究所『舞陽賈湖（上
巻）』、446頁、図317-4
図1-2　同上、449頁、図318-6
図1-3　同上、446頁、図317-1
表１～表13　筆者作成
